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平
成
26年

成
人
式
が
１
月
４
日
、
改
善
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
を
迎
え
る
伊
江
中
学
校
卒
61期

生
58人

と
一
般

対
象
者
５
人
を
対
象
に
、
村
内
外
か
ら
55人

が
参
加
し
、
新
成
人
の
仲
間
入
り
を
祝
い
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
振
袖
や
は
か
ま
、
ス
ー
ツ

な
ど
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
は
、
旧
友
と
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
、
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
楽
し
む
様
子
が
見
え

ま
し
た
。
会
場
に
は
保
護
者
を
始
め
中
学
校
時
代
の
恩
師
も
激
励
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。
今
年
は
初
の
試
み
で
、
新
成
人
に
よ
る
司
会
進
行
が

行
わ
れ
、
稲
福
健
海
さ
ん
と
上
間
智
帆
さ
ん
の
元
気
と
笑
い
あ
ふ
れ
る
司
会
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
式
と
な
り
ま
し
た
。
島
袋
秀
幸
村
長
は
「
ふ
る

さ
と
伊
江
島
に
誇
り
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
日
本
、
世
界
へ
飛
躍
す
る
イ
ー
ジ
マ
ン
チ
ュ

と
し
て
挑
戦
し
社
会
に
貢
献
で
き
る
社
会
人
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。新
成
人
を
代
表
し
て
友
寄
長
さ
ん
は「
ふ
る

さ
と
伊
江
島
を
思
う
気
持
ち
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
を
は
じ
め
、
先
生
方
、
地
域
の
方
々
な
ど
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、
一
緒
に
歩
ん

で
き
た
仲
間
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
持
ち
続
け
歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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と
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述
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　伊江村人材育成会では、平成26年４月に高等学校・専修
学校・短期大学・大学へ進学を予定している生徒・学生の
保護者で、入学納入金等の調達が困難な方を対象に、審査
の上、入学準備金を無利息で貸与いたします。
　推薦入学等で希望校が決まり次第、申請できますので
お早めに申請してください。

貸与決定通知後に借用証書、保証人の印鑑登録証明書等
の書類提出があり、その後に正式貸与となります。

入学準備金貸与者の
募集について

平成26年度奨学金
貸与生の募集について

■準備金の貸与額

■申請受付期間及び受付場所

■申請に必要な書類（各１通）

■その他

下記の限度額内で、一括貸与いたします。

■貸与金の償還方法
入学する学校の修業期間内（卒業するまで）に分割払いとする。

※高等学校には、高等専門学校を含みます。
 ※専修学校は、修業年限が２年以上の専門課程が対象です。

区　　分 貸　与　額

高等学校

専修学校・短期大学

大　　学

30万円以内
40万円以内
50万円以内

■貸与資格
①保護者が伊江村に住所を有していること
②入学準備金の調達が困難であること
　（所得状況等の審査があります）
③村県民税・国保税等に滞納がないこと
④連帯保証人が２人いること
（村内に居住し、申請者と別生計の者で満70歳以下の者）

期間：平成25年10月１日～平成26年３月31日
場所：伊江村教育委員会（４９－２３３４）

①入学準備金貸与申請書（直接教育委員会にて受け取ってください）
②家庭状況調書（直接教育委員会にて受け取ってください）
③戸籍謄本（役場住民課・住民係）
④世帯全員の所得証明書（役場住民課・税務係）
 ※無収入の場合も提出してください。

　
希
望
に
満
ち
た
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
の
新
春
を
村
民
の
皆
様
に
は
健

や
か
に
お
迎
え
さ
れ
た
事
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
期
八
年
に
わ
た
り
、村
政
運
営
に
輝
か
し
い
業
績
を
残
さ
れ
ご
勇
退
さ
れ
ま
し

た
大
城
勝
正
村
長
を
引
き
継
ぎ
第
三
二
代
村
長
に
就
任
し
、村
政
の
重
要
施
策
や
懸

案
事
項
の
推
進
に
精
力
的
に
取
り
組
み
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
、
村
民
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
皆
様
の
村
政
に
対
す
る
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
省
み
ま
す
と
国
内
外
を
問
わ
ず
激
動
の
年
で
は
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
か
。

　
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
決
定
や
二
〇
二
〇
年
の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

決
定
な
ど
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
反
面
、
尖
閣
諸
島
を
含
む
東
シ

ナ
海
の
防
空
識
別
圏
の
設
定
、
首
相
の
靖
国
参
拝
な
ど
領
有
権
問
題
や
歴
史
認
識

問
題
で
中
国
、
韓
国
と
の
緊
張
が
続
い
て
い
る
状
態
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
）
の
交
渉
妥
結
も
未
だ
決
着
せ
ず
、
日
本
の
国
益
確
保
が
で
き

る
か
予
断
で
き
な
い
状
況
な
ど
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
立
場
を
深
く
考
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
、
我
が
国
は
昨
年
十
一
月
に
誕
生
し
た
安
倍
政
権
の
経
済
再
生
対
策
に
よ

り
、
長
年
続
い
た
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
の
兆
し
が
見
え
始
め
、
景
気
は
確
実
に
回

復
基
調
に
あ
る
も
の
の
、
国
民
の
実
感
に
は
程
遠
く
四
月
に
実
施
さ
れ
る
消
費
税

の
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
景
気
減
速
の
懸
念
な
ど
、
先
行
き
な
お
不
確
か
な
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
着
実
な
景
気
回
復
に
期
待
を
寄
せ
る
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
三
年
前
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
収
束
や
復
興
も

道
半
ば
の
状
況
を
考
え
た
と
き
、
原
発
問
題
や
自
然
災
害
へ
の
防
災
・
減
災
対
策
、

対
応
な
ど
極
め
て
課
題
多
き
時
代
に
直
面
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
県
内
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
日
米
合
意
か
ら
今
年
で
一
八
年
を
迎
え
る
米
軍
普
天

間
飛
行
場
の
返
還
移
設
問
題
は
、
昨
年
末
の
知
事
の
辺
野
古
埋
め
立
て
承
認
に
よ

り
新
た
な
局
面
を
迎
え
、
長
年
県
民
を
巻
き
込
み
迷
走
を
続
け
た
こ
の
問
題
が
解

決
に
向
け
進
む
こ
と
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
又
、
村
の
米
軍
基
地
か
ら
派
生
す

る
事
件
・
事
故
等
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
村
民
の
安
寧
と
平
穏
な
生
活
の

確
保
、
村
益
優
先
の
立
場
か
ら
基
地
問
題
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
国
内
外
の
厳
し
い
情
勢
の
な
か
、
本
村
で
は
、
長
年
の
懸
案
事

項
で
待
望
さ
れ
て
い
た
人
工
透
析
診
療
施
設
が
二
月
に
完
成
、
五
月
の
開
業
に
向

け
て
諸
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
又
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
も
順
調
に
稼
働
し
既
に
堆
肥
の
製
造
・
販
売
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。
本
施
設
を
地
力
増
進
に
よ
る
村
農
業
の
持
続
的
発
展
と
循
環
型
農
業

の
推
進
拠
点
と
し
、
良
質
な
堆
肥
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
継
続
事
業
の
国
営
地
下
ダ
ム
事
業
の
円
滑
な
推
進
及
び
、
関
連
事
業

の
か
ん
が
い
排
水
事
業
、
農
地
保
全
事
業
な
ど
の
農
業
基
盤
整
備
も
順
調
に
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
更
に
、
ソ
フ
ト
面
で
は
三
学
校
の
児
童
生
徒
の
村
内
外
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
で
の

活
躍
、
書
道
展
を
は
じ
め
学
習
・
文
化
面
で
の
各
種
大
会
で
の
好
成
績
、
活
躍
は
、

村
内
外
か
ら
大
き
な
賛
辞
と
評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
子
供
た
ち
の
日

頃
か
ら
の
弛
ま
ぬ
努
力
と
指
導
、
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
関
係
者
各
位
に
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
、
今
後
と
も
更
な
る
ご
協
力
、
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
又
、
昨
年
、
野
村
流
古
典
音
楽
伊
江
支
部
の
結
成
五
〇
周
年
、
村
民
俗
芸
能
保

存
会
の
創
立
四
〇
周
年
の
節
目
の
年
を
祝
い
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と

と
も
に
更
な
る
発
展
を
祈
念
し
ま
し
た
。
先
人
か
ら
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世

へ
正
し
く
引
き
継
ぎ
村
の
伝
統
芸
能
文
化
振
興
に
今
後
と
も
ご
協
力
ご
尽
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
で
三
年
目
を
迎
え
た
沖
縄
振
興
推
進
特
別
交
付
金
で
は
、
農
業
、

漁
業
畜
産
、
観
光
、
教
育
文
化
、
環
境
、
防
災
、
交
通
な
ど
の
分
野
で
本
村
の
実
情
に

即
し
た
必
要
な
事
務
・
事
業
を
実
施
し
、
村
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
産
業
の
振
興
、

教
育
文
化
の
振
興
、
快
適
で
住
み
よ
い
居
住
環
境
の
形
成
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
各
事
業
に
お
け
る
施
策
の
計
画
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
村
益
優
先
公
正
明

大
で
村
民
の
要
望
等
を
反
映
で
き
る
よ
う
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
広
く
し
、
村
民
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
、
迅
速
に
対
応
す
る
職
員
の
資
質
向
上
、
育
成
を
図
り
な
が
ら
村

民
参
画
に
よ
る
協
働
の
村
づ
く
り
を
基
本
方
針
に
山
積
す
る
村
振
興
へ
の
諸
課
題

を
解
決
推
進
し
、
健
康
で
明
る
く
「
互
い
に
支
え
あ
い
豊
か
な
気
持
ち
で
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
村
」
づ
く
り
に
邁
進
す
る
決
意
を
あ
ら
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
離
島
で
小
規
模
町
村
の
本
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
厳
し
い

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
民
各
位
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に
よ
り
、
村

政
各
般
に
わ
た
り
着
実
に
時
代
の
変
遷
に
合
わ
せ
進
展
を
と
げ
て
い
る
こ
と
を
村

民
と
共
に
喜
び
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
私
は
今
、
村
民
か
ら
託
さ
れ
た
村
政
の
重
責
を
肝
に
銘
じ
、
本
村
の
明
る
い

未
来
へ
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
村
の
歩
み
を
礎
と
し
て
「
百
尺
竿
灯
さ
ら
に
前
へ
」

の
精
神
で
村
勢
の
伸
長
発
展
に
職
員
と
共
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
村
民
皆
様
を
は
じ
め
関
係
機
関
、
郷
友
会
、
関
係
者
皆
様
の
尚
一
層
の
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
村
民
皆
様
の
限
り
な
い
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日

伊
江
村
長

　島

　
袋

　
秀

　
幸

　
希
望
に
満
ち
た
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
の
新
春
を
村
民
の
皆
様
に
は
健

や
か
に
お
迎
え
さ
れ
た
事
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
期
八
年
に
わ
た
り
、村
政
運
営
に
輝
か
し
い
業
績
を
残
さ
れ
ご
勇
退
さ
れ
ま
し

た
大
城
勝
正
村
長
を
引
き
継
ぎ
第
三
二
代
村
長
に
就
任
し
、村
政
の
重
要
施
策
や
懸

案
事
項
の
推
進
に
精
力
的
に
取
り
組
み
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
、
村
民
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
皆
様
の
村
政
に
対
す
る
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
省
み
ま
す
と
国
内
外
を
問
わ
ず
激
動
の
年
で
は
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
か
。

　
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
決
定
や
二
〇
二
〇
年
の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

決
定
な
ど
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
反
面
、
尖
閣
諸
島
を
含
む
東
シ

ナ
海
の
防
空
識
別
圏
の
設
定
、
首
相
の
靖
国
参
拝
な
ど
領
有
権
問
題
や
歴
史
認
識

問
題
で
中
国
、
韓
国
と
の
緊
張
が
続
い
て
い
る
状
態
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
）
の
交
渉
妥
結
も
未
だ
決
着
せ
ず
、
日
本
の
国
益
確
保
が
で
き

る
か
予
断
で
き
な
い
状
況
な
ど
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
立
場
を
深
く
考
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
、
我
が
国
は
昨
年
十
一
月
に
誕
生
し
た
安
倍
政
権
の
経
済
再
生
対
策
に
よ

り
、
長
年
続
い
た
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
の
兆
し
が
見
え
始
め
、
景
気
は
確
実
に
回

復
基
調
に
あ
る
も
の
の
、
国
民
の
実
感
に
は
程
遠
く
四
月
に
実
施
さ
れ
る
消
費
税

の
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
景
気
減
速
の
懸
念
な
ど
、
先
行
き
な
お
不
確
か
な
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
着
実
な
景
気
回
復
に
期
待
を
寄
せ
る
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
三
年
前
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
収
束
や
復
興
も

道
半
ば
の
状
況
を
考
え
た
と
き
、
原
発
問
題
や
自
然
災
害
へ
の
防
災
・
減
災
対
策
、

対
応
な
ど
極
め
て
課
題
多
き
時
代
に
直
面
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
県
内
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
日
米
合
意
か
ら
今
年
で
一
八
年
を
迎
え
る
米
軍
普
天

間
飛
行
場
の
返
還
移
設
問
題
は
、
昨
年
末
の
知
事
の
辺
野
古
埋
め
立
て
承
認
に
よ

り
新
た
な
局
面
を
迎
え
、
長
年
県
民
を
巻
き
込
み
迷
走
を
続
け
た
こ
の
問
題
が
解

決
に
向
け
進
む
こ
と
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
又
、
村
の
米
軍
基
地
か
ら
派
生
す

る
事
件
・
事
故
等
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
村
民
の
安
寧
と
平
穏
な
生
活
の

確
保
、
村
益
優
先
の
立
場
か
ら
基
地
問
題
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
国
内
外
の
厳
し
い
情
勢
の
な
か
、
本
村
で
は
、
長
年
の
懸
案
事

項
で
待
望
さ
れ
て
い
た
人
工
透
析
診
療
施
設
が
二
月
に
完
成
、
五
月
の
開
業
に
向

け
て
諸
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
又
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
も
順
調
に
稼
働
し
既
に
堆
肥
の
製
造
・
販
売
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。
本
施
設
を
地
力
増
進
に
よ
る
村
農
業
の
持
続
的
発
展
と
循
環
型
農
業

の
推
進
拠
点
と
し
、
良
質
な
堆
肥
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
継
続
事
業
の
国
営
地
下
ダ
ム
事
業
の
円
滑
な
推
進
及
び
、
関
連
事
業

の
か
ん
が
い
排
水
事
業
、
農
地
保
全
事
業
な
ど
の
農
業
基
盤
整
備
も
順
調
に
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
更
に
、
ソ
フ
ト
面
で
は
三
学
校
の
児
童
生
徒
の
村
内
外
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
で
の

活
躍
、
書
道
展
を
は
じ
め
学
習
・
文
化
面
で
の
各
種
大
会
で
の
好
成
績
、
活
躍
は
、

村
内
外
か
ら
大
き
な
賛
辞
と
評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
子
供
た
ち
の
日

頃
か
ら
の
弛
ま
ぬ
努
力
と
指
導
、
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
関
係
者
各
位
に
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
、
今
後
と
も
更
な
る
ご
協
力
、
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
又
、
昨
年
、
野
村
流
古
典
音
楽
伊
江
支
部
の
結
成
五
〇
周
年
、
村
民
俗
芸
能
保

存
会
の
創
立
四
〇
周
年
の
節
目
の
年
を
祝
い
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と

と
も
に
更
な
る
発
展
を
祈
念
し
ま
し
た
。
先
人
か
ら
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世

へ
正
し
く
引
き
継
ぎ
村
の
伝
統
芸
能
文
化
振
興
に
今
後
と
も
ご
協
力
ご
尽
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
で
三
年
目
を
迎
え
た
沖
縄
振
興
推
進
特
別
交
付
金
で
は
、
農
業
、

漁
業
畜
産
、
観
光
、
教
育
文
化
、
環
境
、
防
災
、
交
通
な
ど
の
分
野
で
本
村
の
実
情
に

即
し
た
必
要
な
事
務
・
事
業
を
実
施
し
、
村
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
産
業
の
振
興
、

教
育
文
化
の
振
興
、
快
適
で
住
み
よ
い
居
住
環
境
の
形
成
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
各
事
業
に
お
け
る
施
策
の
計
画
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
村
益
優
先
公
正
明

大
で
村
民
の
要
望
等
を
反
映
で
き
る
よ
う
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
広
く
し
、
村
民
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
、
迅
速
に
対
応
す
る
職
員
の
資
質
向
上
、
育
成
を
図
り
な
が
ら
村

民
参
画
に
よ
る
協
働
の
村
づ
く
り
を
基
本
方
針
に
山
積
す
る
村
振
興
へ
の
諸
課
題

を
解
決
推
進
し
、
健
康
で
明
る
く
「
互
い
に
支
え
あ
い
豊
か
な
気
持
ち
で
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
村
」
づ
く
り
に
邁
進
す
る
決
意
を
あ
ら
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
離
島
で
小
規
模
町
村
の
本
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
厳
し
い

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
民
各
位
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に
よ
り
、
村

政
各
般
に
わ
た
り
着
実
に
時
代
の
変
遷
に
合
わ
せ
進
展
を
と
げ
て
い
る
こ
と
を
村

民
と
共
に
喜
び
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
私
は
今
、
村
民
か
ら
託
さ
れ
た
村
政
の
重
責
を
肝
に
銘
じ
、
本
村
の
明
る
い

未
来
へ
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
村
の
歩
み
を
礎
と
し
て
「
百
尺
竿
灯
さ
ら
に
前
へ
」

の
精
神
で
村
勢
の
伸
長
発
展
に
職
員
と
共
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
村
民
皆
様
を
は
じ
め
関
係
機
関
、
郷
友
会
、
関
係
者
皆
様
の
尚
一
層
の
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
村
民
皆
様
の
限
り
な
い
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日

伊
江
村
長

　島

　
袋

　
秀

　
幸

年
頭
の
あ
い
さ
つ

 伊江村人材育成会では、優れた学生及び生徒であって、経
済的な理由により高等学校、大学、専門学校等への就学が
困難な者に対し学資の安定的な貸与を行い、就学を奨励す
ることを目的として、平成２６年度奨学金貸与生を募集し
ます。

貸与決定通知後に誓約書、借用証書、保証人の印鑑登録証
明書等の書類提出があり、その後に正式貸与となります。
最初の奨学金の交付は、６月中旬を予定しています。

■奨学金の貸与額等

■申請に必要な書類（各１通）

■その他

下記の限度額内で、卒業するまでの期間貸与します。
利息は無利息です。

■貸与生の決定方法

■申請受付期間及び受付場所

伊江村人材育成会の理事会で選考し、決定します。
　　（※決定通知は５月中旬ごろ予定）

区　　分 貸　与　額

高等学校生

専修学校・短期大学生

大学・大学院生

月額　４万円以内
月額　５万円以内
月額　６万円以内

■貸与生の資格
①伊江村に居住（一時的な居住は除く）している者
　又は本籍を有する者の子。
②学校教育法に定める高等学校、大学及び大学院又は
　これに相当すると認められる学校に在学中の者。
③学業・人物ともに優秀と認められる者。
　（学業成績の評価が中以上の者）
④経済的理由により学資の支弁が困難な者。

期間：平成26年２月１日～平成26年３月31日
場所：伊江村教育委員会（４９－２３３４）

①奨学金貸与申請書（直接教育委員会にて受け取ってください）
②合格通知書の写し又は在学証明書
③学業成績証明書（在学校・出身校の様式）
④学校長の推薦書（在学校・出身校の様式）※既卒者は省略可
⑤戸籍謄本（役場 住民課・戸籍係）
⑥世帯全員の所得証明書及び資産証明書（役場 住民課・税務係）
　※無収入、無資産の場合も提出してください。

所得税の確定申告書は自分で作成してお早めに！
　国税庁ホームページの「確定申告書作成コーナー」では、画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額な
どが自動計算され、所得税及び復興特別所得税、消費税及び贈与税の申告書や青色申告決算書などを作成でき
ます。また、所得税の確定申告の手引や申告書用紙等は、国税局ホームページからダウンロードできますので、
ご活用下さい。
　期限間近になりますと、税務署は大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます。申告書はご自分
で作成して、できるだけお早めに提出してください。

確定申告による所得税及び復興特別所得税の納期限は平成26年3月17日（月）です。
申告書の提出後に納付書の送付や納税通知書による納税のお知らせはありません。
納付には便利な振替納税を是非ご利用下さい。

納付期限と振替納税の利用について

作成した
申告書等は…

e-Taxでデータ送信！
または
書面で提出！ 税に関する情報は国税庁ホームページへ

www.nta.go.jp



（3） 伊江島広報 （2）伊江島広報

　伊江村人材育成会では、平成26年４月に高等学校・専修
学校・短期大学・大学へ進学を予定している生徒・学生の
保護者で、入学納入金等の調達が困難な方を対象に、審査
の上、入学準備金を無利息で貸与いたします。
　推薦入学等で希望校が決まり次第、申請できますので
お早めに申請してください。

貸与決定通知後に借用証書、保証人の印鑑登録証明書等
の書類提出があり、その後に正式貸与となります。

入学準備金貸与者の
募集について

平成26年度奨学金
貸与生の募集について

■準備金の貸与額

■申請受付期間及び受付場所

■申請に必要な書類（各１通）

■その他

下記の限度額内で、一括貸与いたします。

■貸与金の償還方法
入学する学校の修業期間内（卒業するまで）に分割払いとする。

※高等学校には、高等専門学校を含みます。
 ※専修学校は、修業年限が２年以上の専門課程が対象です。

区　　分 貸　与　額

高等学校

専修学校・短期大学

大　　学

30万円以内
40万円以内
50万円以内

■貸与資格
①保護者が伊江村に住所を有していること
②入学準備金の調達が困難であること
　（所得状況等の審査があります）
③村県民税・国保税等に滞納がないこと
④連帯保証人が２人いること
（村内に居住し、申請者と別生計の者で満70歳以下の者）

期間：平成25年10月１日～平成26年３月31日
場所：伊江村教育委員会（４９－２３３４）

①入学準備金貸与申請書（直接教育委員会にて受け取ってください）
②家庭状況調書（直接教育委員会にて受け取ってください）
③戸籍謄本（役場住民課・住民係）
④世帯全員の所得証明書（役場住民課・税務係）
 ※無収入の場合も提出してください。

　
希
望
に
満
ち
た
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
の
新
春
を
村
民
の
皆
様
に
は
健

や
か
に
お
迎
え
さ
れ
た
事
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
期
八
年
に
わ
た
り
、村
政
運
営
に
輝
か
し
い
業
績
を
残
さ
れ
ご
勇
退
さ
れ
ま
し

た
大
城
勝
正
村
長
を
引
き
継
ぎ
第
三
二
代
村
長
に
就
任
し
、村
政
の
重
要
施
策
や
懸

案
事
項
の
推
進
に
精
力
的
に
取
り
組
み
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
、
村
民
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
皆
様
の
村
政
に
対
す
る
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
省
み
ま
す
と
国
内
外
を
問
わ
ず
激
動
の
年
で
は
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
か
。

　
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
決
定
や
二
〇
二
〇
年
の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

決
定
な
ど
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
反
面
、
尖
閣
諸
島
を
含
む
東
シ

ナ
海
の
防
空
識
別
圏
の
設
定
、
首
相
の
靖
国
参
拝
な
ど
領
有
権
問
題
や
歴
史
認
識

問
題
で
中
国
、
韓
国
と
の
緊
張
が
続
い
て
い
る
状
態
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
）
の
交
渉
妥
結
も
未
だ
決
着
せ
ず
、
日
本
の
国
益
確
保
が
で
き

る
か
予
断
で
き
な
い
状
況
な
ど
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
立
場
を
深
く
考
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
、
我
が
国
は
昨
年
十
一
月
に
誕
生
し
た
安
倍
政
権
の
経
済
再
生
対
策
に
よ

り
、
長
年
続
い
た
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
の
兆
し
が
見
え
始
め
、
景
気
は
確
実
に
回

復
基
調
に
あ
る
も
の
の
、
国
民
の
実
感
に
は
程
遠
く
四
月
に
実
施
さ
れ
る
消
費
税

の
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
景
気
減
速
の
懸
念
な
ど
、
先
行
き
な
お
不
確
か
な
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
着
実
な
景
気
回
復
に
期
待
を
寄
せ
る
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
三
年
前
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
収
束
や
復
興
も

道
半
ば
の
状
況
を
考
え
た
と
き
、
原
発
問
題
や
自
然
災
害
へ
の
防
災
・
減
災
対
策
、

対
応
な
ど
極
め
て
課
題
多
き
時
代
に
直
面
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
県
内
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
日
米
合
意
か
ら
今
年
で
一
八
年
を
迎
え
る
米
軍
普
天

間
飛
行
場
の
返
還
移
設
問
題
は
、
昨
年
末
の
知
事
の
辺
野
古
埋
め
立
て
承
認
に
よ

り
新
た
な
局
面
を
迎
え
、
長
年
県
民
を
巻
き
込
み
迷
走
を
続
け
た
こ
の
問
題
が
解

決
に
向
け
進
む
こ
と
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
又
、
村
の
米
軍
基
地
か
ら
派
生
す

る
事
件
・
事
故
等
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
村
民
の
安
寧
と
平
穏
な
生
活
の

確
保
、
村
益
優
先
の
立
場
か
ら
基
地
問
題
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
国
内
外
の
厳
し
い
情
勢
の
な
か
、
本
村
で
は
、
長
年
の
懸
案
事

項
で
待
望
さ
れ
て
い
た
人
工
透
析
診
療
施
設
が
二
月
に
完
成
、
五
月
の
開
業
に
向

け
て
諸
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
又
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
も
順
調
に
稼
働
し
既
に
堆
肥
の
製
造
・
販
売
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。
本
施
設
を
地
力
増
進
に
よ
る
村
農
業
の
持
続
的
発
展
と
循
環
型
農
業

の
推
進
拠
点
と
し
、
良
質
な
堆
肥
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
継
続
事
業
の
国
営
地
下
ダ
ム
事
業
の
円
滑
な
推
進
及
び
、
関
連
事
業

の
か
ん
が
い
排
水
事
業
、
農
地
保
全
事
業
な
ど
の
農
業
基
盤
整
備
も
順
調
に
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
更
に
、
ソ
フ
ト
面
で
は
三
学
校
の
児
童
生
徒
の
村
内
外
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
で
の

活
躍
、
書
道
展
を
は
じ
め
学
習
・
文
化
面
で
の
各
種
大
会
で
の
好
成
績
、
活
躍
は
、

村
内
外
か
ら
大
き
な
賛
辞
と
評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
子
供
た
ち
の
日

頃
か
ら
の
弛
ま
ぬ
努
力
と
指
導
、
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
関
係
者
各
位
に
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
、
今
後
と
も
更
な
る
ご
協
力
、
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
又
、
昨
年
、
野
村
流
古
典
音
楽
伊
江
支
部
の
結
成
五
〇
周
年
、
村
民
俗
芸
能
保

存
会
の
創
立
四
〇
周
年
の
節
目
の
年
を
祝
い
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と

と
も
に
更
な
る
発
展
を
祈
念
し
ま
し
た
。
先
人
か
ら
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世

へ
正
し
く
引
き
継
ぎ
村
の
伝
統
芸
能
文
化
振
興
に
今
後
と
も
ご
協
力
ご
尽
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
で
三
年
目
を
迎
え
た
沖
縄
振
興
推
進
特
別
交
付
金
で
は
、
農
業
、

漁
業
畜
産
、
観
光
、
教
育
文
化
、
環
境
、
防
災
、
交
通
な
ど
の
分
野
で
本
村
の
実
情
に

即
し
た
必
要
な
事
務
・
事
業
を
実
施
し
、
村
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
産
業
の
振
興
、

教
育
文
化
の
振
興
、
快
適
で
住
み
よ
い
居
住
環
境
の
形
成
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
各
事
業
に
お
け
る
施
策
の
計
画
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
村
益
優
先
公
正
明

大
で
村
民
の
要
望
等
を
反
映
で
き
る
よ
う
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
広
く
し
、
村
民
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
、
迅
速
に
対
応
す
る
職
員
の
資
質
向
上
、
育
成
を
図
り
な
が
ら
村

民
参
画
に
よ
る
協
働
の
村
づ
く
り
を
基
本
方
針
に
山
積
す
る
村
振
興
へ
の
諸
課
題

を
解
決
推
進
し
、
健
康
で
明
る
く
「
互
い
に
支
え
あ
い
豊
か
な
気
持
ち
で
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
村
」
づ
く
り
に
邁
進
す
る
決
意
を
あ
ら
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
離
島
で
小
規
模
町
村
の
本
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
厳
し
い

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
民
各
位
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に
よ
り
、
村

政
各
般
に
わ
た
り
着
実
に
時
代
の
変
遷
に
合
わ
せ
進
展
を
と
げ
て
い
る
こ
と
を
村

民
と
共
に
喜
び
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
私
は
今
、
村
民
か
ら
託
さ
れ
た
村
政
の
重
責
を
肝
に
銘
じ
、
本
村
の
明
る
い

未
来
へ
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
村
の
歩
み
を
礎
と
し
て
「
百
尺
竿
灯
さ
ら
に
前
へ
」

の
精
神
で
村
勢
の
伸
長
発
展
に
職
員
と
共
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
村
民
皆
様
を
は
じ
め
関
係
機
関
、
郷
友
会
、
関
係
者
皆
様
の
尚
一
層
の
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
村
民
皆
様
の
限
り
な
い
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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迎
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。
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、村
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懸
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事
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の
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に
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的
に
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。

　
こ
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多
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皆
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村
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す
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礼
申
し
上
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ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
省
み
ま
す
と
国
内
外
を
問
わ
ず
激
動
の
年
で
は
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
か
。

　
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
決
定
や
二
〇
二
〇
年
の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

決
定
な
ど
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
反
面
、
尖
閣
諸
島
を
含
む
東
シ

ナ
海
の
防
空
識
別
圏
の
設
定
、
首
相
の
靖
国
参
拝
な
ど
領
有
権
問
題
や
歴
史
認
識

問
題
で
中
国
、
韓
国
と
の
緊
張
が
続
い
て
い
る
状
態
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
）
の
交
渉
妥
結
も
未
だ
決
着
せ
ず
、
日
本
の
国
益
確
保
が
で
き

る
か
予
断
で
き
な
い
状
況
な
ど
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
立
場
を
深
く
考
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
、
我
が
国
は
昨
年
十
一
月
に
誕
生
し
た
安
倍
政
権
の
経
済
再
生
対
策
に
よ

り
、
長
年
続
い
た
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
の
兆
し
が
見
え
始
め
、
景
気
は
確
実
に
回

復
基
調
に
あ
る
も
の
の
、
国
民
の
実
感
に
は
程
遠
く
四
月
に
実
施
さ
れ
る
消
費
税

の
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
景
気
減
速
の
懸
念
な
ど
、
先
行
き
な
お
不
確
か
な
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
着
実
な
景
気
回
復
に
期
待
を
寄
せ
る
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
三
年
前
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
収
束
や
復
興
も

道
半
ば
の
状
況
を
考
え
た
と
き
、
原
発
問
題
や
自
然
災
害
へ
の
防
災
・
減
災
対
策
、

対
応
な
ど
極
め
て
課
題
多
き
時
代
に
直
面
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
県
内
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
日
米
合
意
か
ら
今
年
で
一
八
年
を
迎
え
る
米
軍
普
天

間
飛
行
場
の
返
還
移
設
問
題
は
、
昨
年
末
の
知
事
の
辺
野
古
埋
め
立
て
承
認
に
よ

り
新
た
な
局
面
を
迎
え
、
長
年
県
民
を
巻
き
込
み
迷
走
を
続
け
た
こ
の
問
題
が
解

決
に
向
け
進
む
こ
と
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
又
、
村
の
米
軍
基
地
か
ら
派
生
す

る
事
件
・
事
故
等
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
村
民
の
安
寧
と
平
穏
な
生
活
の

確
保
、
村
益
優
先
の
立
場
か
ら
基
地
問
題
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
国
内
外
の
厳
し
い
情
勢
の
な
か
、
本
村
で
は
、
長
年
の
懸
案
事

項
で
待
望
さ
れ
て
い
た
人
工
透
析
診
療
施
設
が
二
月
に
完
成
、
五
月
の
開
業
に
向

け
て
諸
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
又
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
も
順
調
に
稼
働
し
既
に
堆
肥
の
製
造
・
販
売
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。
本
施
設
を
地
力
増
進
に
よ
る
村
農
業
の
持
続
的
発
展
と
循
環
型
農
業

の
推
進
拠
点
と
し
、
良
質
な
堆
肥
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
継
続
事
業
の
国
営
地
下
ダ
ム
事
業
の
円
滑
な
推
進
及
び
、
関
連
事
業

の
か
ん
が
い
排
水
事
業
、
農
地
保
全
事
業
な
ど
の
農
業
基
盤
整
備
も
順
調
に
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
更
に
、
ソ
フ
ト
面
で
は
三
学
校
の
児
童
生
徒
の
村
内
外
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
で
の

活
躍
、
書
道
展
を
は
じ
め
学
習
・
文
化
面
で
の
各
種
大
会
で
の
好
成
績
、
活
躍
は
、

村
内
外
か
ら
大
き
な
賛
辞
と
評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
子
供
た
ち
の
日

頃
か
ら
の
弛
ま
ぬ
努
力
と
指
導
、
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
関
係
者
各
位
に
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
、
今
後
と
も
更
な
る
ご
協
力
、
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
又
、
昨
年
、
野
村
流
古
典
音
楽
伊
江
支
部
の
結
成
五
〇
周
年
、
村
民
俗
芸
能
保

存
会
の
創
立
四
〇
周
年
の
節
目
の
年
を
祝
い
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と

と
も
に
更
な
る
発
展
を
祈
念
し
ま
し
た
。
先
人
か
ら
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世

へ
正
し
く
引
き
継
ぎ
村
の
伝
統
芸
能
文
化
振
興
に
今
後
と
も
ご
協
力
ご
尽
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
で
三
年
目
を
迎
え
た
沖
縄
振
興
推
進
特
別
交
付
金
で
は
、
農
業
、

漁
業
畜
産
、
観
光
、
教
育
文
化
、
環
境
、
防
災
、
交
通
な
ど
の
分
野
で
本
村
の
実
情
に

即
し
た
必
要
な
事
務
・
事
業
を
実
施
し
、
村
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
産
業
の
振
興
、

教
育
文
化
の
振
興
、
快
適
で
住
み
よ
い
居
住
環
境
の
形
成
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
各
事
業
に
お
け
る
施
策
の
計
画
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
村
益
優
先
公
正
明

大
で
村
民
の
要
望
等
を
反
映
で
き
る
よ
う
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
広
く
し
、
村
民
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
、
迅
速
に
対
応
す
る
職
員
の
資
質
向
上
、
育
成
を
図
り
な
が
ら
村

民
参
画
に
よ
る
協
働
の
村
づ
く
り
を
基
本
方
針
に
山
積
す
る
村
振
興
へ
の
諸
課
題

を
解
決
推
進
し
、
健
康
で
明
る
く
「
互
い
に
支
え
あ
い
豊
か
な
気
持
ち
で
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
村
」
づ
く
り
に
邁
進
す
る
決
意
を
あ
ら
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
離
島
で
小
規
模
町
村
の
本
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
厳
し
い

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
民
各
位
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に
よ
り
、
村

政
各
般
に
わ
た
り
着
実
に
時
代
の
変
遷
に
合
わ
せ
進
展
を
と
げ
て
い
る
こ
と
を
村

民
と
共
に
喜
び
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
私
は
今
、
村
民
か
ら
託
さ
れ
た
村
政
の
重
責
を
肝
に
銘
じ
、
本
村
の
明
る
い

未
来
へ
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
村
の
歩
み
を
礎
と
し
て
「
百
尺
竿
灯
さ
ら
に
前
へ
」

の
精
神
で
村
勢
の
伸
長
発
展
に
職
員
と
共
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
村
民
皆
様
を
は
じ
め
関
係
機
関
、
郷
友
会
、
関
係
者
皆
様
の
尚
一
層
の
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
村
民
皆
様
の
限
り
な
い
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日

伊
江
村
長

　島

　
袋

　
秀

　
幸

年
頭
の
あ
い
さ
つ

 伊江村人材育成会では、優れた学生及び生徒であって、経
済的な理由により高等学校、大学、専門学校等への就学が
困難な者に対し学資の安定的な貸与を行い、就学を奨励す
ることを目的として、平成２６年度奨学金貸与生を募集し
ます。

貸与決定通知後に誓約書、借用証書、保証人の印鑑登録証
明書等の書類提出があり、その後に正式貸与となります。
最初の奨学金の交付は、６月中旬を予定しています。

■奨学金の貸与額等

■申請に必要な書類（各１通）

■その他

下記の限度額内で、卒業するまでの期間貸与します。
利息は無利息です。

■貸与生の決定方法

■申請受付期間及び受付場所

伊江村人材育成会の理事会で選考し、決定します。
　　（※決定通知は５月中旬ごろ予定）

区　　分 貸　与　額

高等学校生

専修学校・短期大学生

大学・大学院生

月額　４万円以内
月額　５万円以内
月額　６万円以内

■貸与生の資格
①伊江村に居住（一時的な居住は除く）している者
　又は本籍を有する者の子。
②学校教育法に定める高等学校、大学及び大学院又は
　これに相当すると認められる学校に在学中の者。
③学業・人物ともに優秀と認められる者。
　（学業成績の評価が中以上の者）
④経済的理由により学資の支弁が困難な者。

期間：平成26年２月１日～平成26年３月31日
場所：伊江村教育委員会（４９－２３３４）

①奨学金貸与申請書（直接教育委員会にて受け取ってください）
②合格通知書の写し又は在学証明書
③学業成績証明書（在学校・出身校の様式）
④学校長の推薦書（在学校・出身校の様式）※既卒者は省略可
⑤戸籍謄本（役場 住民課・戸籍係）
⑥世帯全員の所得証明書及び資産証明書（役場 住民課・税務係）
　※無収入、無資産の場合も提出してください。

所得税の確定申告書は自分で作成してお早めに！
　国税庁ホームページの「確定申告書作成コーナー」では、画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額な
どが自動計算され、所得税及び復興特別所得税、消費税及び贈与税の申告書や青色申告決算書などを作成でき
ます。また、所得税の確定申告の手引や申告書用紙等は、国税局ホームページからダウンロードできますので、
ご活用下さい。
　期限間近になりますと、税務署は大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます。申告書はご自分
で作成して、できるだけお早めに提出してください。

確定申告による所得税及び復興特別所得税の納期限は平成26年3月17日（月）です。
申告書の提出後に納付書の送付や納税通知書による納税のお知らせはありません。
納付には便利な振替納税を是非ご利用下さい。

納付期限と振替納税の利用について

作成した
申告書等は…

e-Taxでデータ送信！
または
書面で提出！ 税に関する情報は国税庁ホームページへ

www.nta.go.jp
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風しん任意予防接種費用  助成期間延長のお知らせ風しん任意予防接種費用  助成期間延長のお知らせ風しん任意予防接種費用  助成期間延長のお知らせ
　伊江村では７月から風しん任意予防接種を受けた方に対して助成を行ってきました。
助成対象期間は平成25年４月１日～12月27日までに風しん予防接種を受けた方で
したが、助成対象期間を平成26年2月28日まで延長いたしますので、是非この機会
に風しん予防接種を受けましょう。

風しんとは……
　風しん（３日はしか）は、風しんウイルスが咳やくしゃみによって感染します。
症状として、発疹、発熱、りんぱ節の腫れが主。（症状が出ない人も15～30％いる）

なぜ予防接種を受けないといけないのか……
　風しんは妊婦さんを経由してお腹の赤ちゃんがかかると、赤ちゃんに難聴や心疾
患、白内障や緑内障などの障害（先天性風しん症候群）が起こる可能性があります。
そこで伊江村では、妊婦さんへの風しん感染を予防する目的として「ＭＲ（麻しん
風しん混合）」又は、「風しん」のワクチン接種費用を助成しています。

1 対象者
伊江村に住所を有する20歳～50歳未満で次の①～③のいずれかに該当する方
①現在、妊娠している女性の配偶者
②妊娠を希望・予定する女性とその配偶者
③その他、20歳～50歳未満の男女

4 風しん予防接種申請方法
所定の申請様式に必要書類を添付して福祉保健課（伊江村医療保健センター
３階）窓口へ提出してください。
申請期間：平成25年７月11日～平成26年３月31日まで
必要な書類
（１）申請書（福祉保健課窓口で準備しています。）
（２）医療機関が発行した領収書（予防接種内容がわかるもの）
（３）予防接種済書
（４）振込先通帳またはキャッシュカードの写し
　　※1　振込先はＪＡ伊江支店に限る
　　※2　住民票が同一でない夫婦は、婚姻事実が証明できる書類
　　※3　対象①の方は出生予定のお子さんの母子手帳の写し
　　※4　生活保護世帯は、生活保護受給証明書

5 風しん予防接種に対する費用助成の注意
・妊娠中は接種することができません。
・妊娠を希望している女性は、接種後2カ月は妊娠を避ける必要があります。
・伊江村でおこなうのは費用助成のみです。任意接種は、医師の説明及び予
防接種の効果や副反応などについて十分理解し、被接種者本人が接種を希
望する場合のみ受けることができます。
・すでに接種した方で、医療機関が発行した領収書又は予防接種済証を紛失
した方は下記に記載している福祉保健課までお問合せ下さい。

【お問い合わせ】福祉保健課：☎49－2234／49－5000
2 助成額

医療機関で接種費用を支払い、福祉保健課へ申請後に払い戻しとなります。
対象区分によって助成額がことなります。
対象①、②の方………上限6,500円
対象③の方……………上限3,500円

3

1

4

5

2

3 助成の対象となる期間と予防接種
接種期間：平成25年４月１日～平成26年２月28日の間
申請期間：平成25年７月11日
ワクチン：風しん単独ワクチン又は麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲ）

伊江村立診療所でも接種することができます。
要予約（接種２日前までに）
TEL：４９－２０５４

※対象者①、②の方は伊江村立診療所で
接種すると全額払い戻しとなります。
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問い合わせ　伊江村堆肥センター　☎ 49－3087

伊江村立保育所入所募集伊江村立保育所入所募集伊江村立保育所入所募集伊江村立保育所入所募集平成
26年度

◆申し込みに必要な書類等は役場福祉保健課
又は各保育所に準備しております。

◆保育料については、世帯状況・世帯の所得
状況及び児童の年齢等によって決定されます。
（２人目・・半額、３人目・・０） 

お問い合わせ 役場  福祉保健課 49-3160

 保育所名 所在地 電話番号 定員

 東保育所 東江前200 49-2223 90
 中央保育所 西江上31 49-2104 60

【入所対象児童】 【村立保育所一覧】

【障がい児保育】

【申込受付期間】

【申込受付場所】

保護者が仕事や病気、出産等の為に
家庭での保育に欠ける児童。

平成26年２月３日（月）～２月10日（月）
午前８：30～午後５時まで
（土日祝祭日、お昼時間は除く）

役場　福祉保健課１階

対象となる児童は集団保育が可能で
あると判断される障がい児とします。

平成26年度の伊江村立保育所への入所児童を次のとおり募集します。

◎保育時間　月曜日～金曜日　午前７時45分～午後６時
　　　　　　　　　　土曜日　午前７時45分～正午まで
◎休　　日　日曜日、祝祭日、年末年始、
　　　　　　その他村長が休日と定めた日

陸上自衛隊中央音楽隊 OKINAWA
特別演奏会の案内について

陸上自衛隊中央音楽隊 OKINAWA
特別演奏会の案内について

陸上自衛隊中央音楽隊 OKINAWA
特別演奏会の案内について

題　名：陸上自衛隊中央音楽隊 OKINAWA 特別演奏会
内　容：巡回演奏
日　時：平成26年２月13日（木）
　　　　午後６時15分開場　午後７時開演
場　所：名護市民会館大ホール
※入場料無料（要入場整理券が必要です。）※満員の際は、入場をお断りする場合があります。
※駐車場に限りがございますので、お乗り合わせの上お早めにご来場下さい。

問い合わせ先：沖縄地方協力本部　名護地域事務所
　　　　　　　名護市城1-12-13　☎（0980）52－4064

シニアカー利用者を対象とした交通安全講習会について
　平成25年12月５日（木）、農村環境改善セン
ター中会議室において、「シニアカー利用者を
対象とした交通安全講習会」を実施しました。
㈱沖縄ヤマハから講師の瑞慶覧さんをお招き
し、シニアカーを利用する際の交通ルール、運
転の知識の指導等を説明し、充実した講習会
となりました。今回の講習会では、本村でシ

ニアカーを利用している方の64名中31名が受講し、講習会での質疑応答では、たくさんの質問や運転の際の経
験談などが飛び交い、正確な交通ルールと運転の知識を習得することができました。
　講師の瑞慶覧さんは、「このような講習会を実施しても、参加する方は少ない。伊江村はたくさんの利用者が
参加して下さり、シニアカー利用者の方の意識が高く、とても優秀です。次回の講習会では、説明だけでなく実
際に運転をしながらの実地講習会をしたいです。」と今後も本村のシニアカー利用者の知識・技術向上を目標に
取り組むと意気込んで下さいました。　

　平成26年伊江村新年交歓会（主催・村、
JA伊江支店、伊江漁協）が１月４日、改善セ
ンターホールにて開催され、村内外の各種団
体代表や郷友会関係者ら約160人が出席し、
年始の交流をはかりました。島袋秀幸村長は
「村長に就任し初めての新年を迎え感慨深い
ものがあります。互いに支え合い、誇りを持

って豊かな気持ちで暮らし続けられる村づくりに向け全身全霊で邁進する決意を新たにしているとこ
ろであります」と年頭のあいさつを行いました。
　鏡開きでは、島袋村長をはじめ、亀里敏郎村議会議長、崎原勲JA
伊江支店長、八前隆一伊江漁協組合長、金城盛和伊江島観光協会長、
玉城堅徳商工会副会長が「よいしょ！」の掛け声で勢いよく木槌を
振り下ろすと会場は拍手に包まれました。25年度役場新採用職員ら
の紹介や、各団体長による乾杯のあいさつもあり、会場は新春の和
やかな雰囲気に包まれました。

１．歩道や路側帯を通行しましょう
歩道のある道路では、歩道を走行して
下さい。歩道のない道路では、路側帯
の右側を走行してください。

２．歩道も路側帯もない場所では
歩道も路側帯もない道路では、道路の右
側を走行して下さい。
進行方向に障害物があるときは、一旦停
止して前後の安全を確認して通行します。

伊江村新年交歓会伊江村新年交歓会伊江村新年交歓会

　伊江村情報セキュリティーポリシー第３章
第３条の規定に基づき、村長をはじめとする
役場職員及び賃金職員、伊江村情報セキュリ
ティ委員会の委員である各区の区長、各学
校の全職員、診療所が受講者としてeラーニ
ングによる情報セキュリティ研修を受講しま
した。全対象者が８月から12月の期間内で
研修を終えることができました。

　本村は、村民の大切な個人情報を適正に
扱い、安心して村民が暮らせるよう公共の
場で情報を扱っている全員を対象に定期的
な情報セキュリティ教育とセキュリティ監
査を実施していきます。

ｅラーニングによる
情報セキュリティ研修

■ 部署ごと研修結果 （平成25年12月31日現在）平成25年度
部署名

総務課
政策調整室
住民課
福祉保健課（庁舎）
福祉保健課（診療所）
農林水産課
建設課
議会事務局
商工観光課
教育委員会
出納室
公営企業課
東・中央保育所
伊江中学校
伊江小学校
西小学校
福祉センター
公民館
合計

受講者数
（人）
13
3
16
4
21
20
15
3
11
22
3
10
2
19
18
17
9
16
208

修了者
（人）
13
3
16
4
21
20
15
3
11
22
3
10
2
19
18
17
9
16
208

未修了者
（人）
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

進捗率
（％）
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 

　村堆肥センターでは、12月26日から「伊江島1号」
の袋詰め販売を開始しています。一袋15kg詰め、315円

でJA伊江支店にて販売しています。「伊江島1号」は、臭いもなく、さらさらで
野菜作りに使いやすいとの評判になっています。袋詰め作業は自動化されていて、
堆肥をホッパーに投入するとベルトコンベアーで袋詰機へ運ばれ、1日に約1000袋

詰めることができます。袋詰された堆肥は、ロボットアー
ムで自動的にパレットへ50袋ずつ積み上げるため、作業が
効率化されています。「伊江島1号」の施肥により農産物の
生産向上が期待されています。

袋詰め堆肥の販売始まる袋詰め堆肥の販売始まる袋詰め堆肥の販売始まる
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問い合わせ　伊江村堆肥センター　☎ 49－3087

伊江村立保育所入所募集伊江村立保育所入所募集伊江村立保育所入所募集伊江村立保育所入所募集平成
26年度

◆申し込みに必要な書類等は役場福祉保健課
又は各保育所に準備しております。
◆保育料については、世帯状況・世帯の所得
状況及び児童の年齢等によって決定されます。
（２人目・・半額、３人目・・０） 
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【申込受付期間】

【申込受付場所】
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陸上自衛隊中央音楽隊 OKINAWA
特別演奏会の案内について
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満１歳

屋宜 海南斗（みなと）くん
性別：男
生年月日：平成25年1月19日生
母：屋宜 道広
母：屋宜 月美
行政区：西江上
音楽が流れるとすぐにノリノリ踊り
だす海南斗♪笑顔の素敵な
ジェントルマンにな～れ！！

竹田 百々花（ももか）ちゃん
性別：女
生年月日：平成25年1月12日生
父：竹田 総雄
母：竹田 陽子
行政区：東江前
食べる事が大好きな百々花。
たくさん食べて
元気に成長してね。
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　村消防団（島袋操団長）
の2014年出初式が1月6

日、村農村環境改善センター駐車場で行われ、8分団の団員のほか、村議会
議員や各区長、役場職員が参加しました。団員の任免では36年間消防団とし
て活動し、昭和58年から東江上分団長として分団を率いた知念正典さんが退
団し、玉木伸治さんが新分団長へ昇任しました。崎原勇二さん（東江前分団）
仲井間仁さん（西崎分団）が退団し、大城一樹さん（東江上分団）石垣直人さん（東江前分団）玉城彰仁さん
（西崎分団）が新たに入団しました。島袋秀幸村長は「今後においても災害に強い村づくりを目指し、自主防
災組織の結成を図ると共に、行政と消防団、地域ぐるみの防災、減災に努めて参ります」と告辞を述べました。
島袋団長は「災害から村民の生命、財産を守るため一丸となって頑張っていきましょう」とあいさつしました。

消防団出初式消防団出初式


